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海馬は、動物が空間の認識や記憶の形成を行うにあたり重要な脳領域である。海馬には、動物
がある特定の場所に存在するとき特異的に活動する細胞（場所細胞）が存在することがよく知ら
れているが、近年では、さらに報酬や目的地などに依存した発火活動を示す細胞の存在も報告さ
れている。 このような行動時の活動に加えて、動物が行動した後の睡眠時や安静時には、海馬に
おいてリップルと呼ばれる高周波帯の脳波が間欠的に観察される。このリップル発生時には、場
所細胞など行動時に活動した細胞が同期的に再活性化され、記憶の固定化に重要な役割を持つこ
とが示されている。

海馬は背腹軸方向に長い形状を持つが、背側と腹側の海馬の神経連絡は解剖学的に異なる。例
えば、背側海焉が主に嗅内皮質や海馬台へ投射を持つ一方で、腹側海罵は扁桃体や側坐核などの
領域へ投射を持つ。 また、2つの領域は機能的にも異なる役割を担うことが示唆されている。 薬
物処理や破壊実験などから、背側海馬が主に空間や文脈の情報処理に関わる一方で、腹側海馬は
主に不安や報酬のような情動発現に関わることが示唆されている。しかし、具体的な神経活動を
調べた先行研究の殆どにおいては、 神経活動記録は背側海馬からのみ行われてきている。 一方、
腹側海馬は脳の深部に存在し、電極や光ファイバ ーのアクセスの難度が高く、詳細な計測が殆ど
行われていない。

そこで岡田は、i胄動に関わる要素である嫌悪刺激や報酬に対して、腹側海馬の神経細胞がどの
ように応答するか （情動記憶のコ ー ド）、 睡眠時や安静時にどのように再活性化されるか（記憶
の固定化）、 また、そのような神経活動が背側海馬とどのように異なるか比較することを目的と
し研究を行った。

岡田はまず、背側および腹側海馬の2領域からの 同時記録系の構築を行った。 記録には多数の
記録部位が並んでいるシリコンプロ ー ブ電極を用いた。そして、これらの電極を保持し、標的脳
領域に到達させることができる部品を独自に設計し、3Dプリンタを用いて作成した。 これによ
り、同側の背側及び腹側海馬の神経活動を自由行動下のラットから同時に記録することを可能に
した。

続いて岡田は、動物が嫌悪刺激及び報酬を繰り返し経験する行動試験系を構築した。 この課題
では、正しい経路を選択することで報酬を得ることができる。 また、delayゾーン直後の左右い
ずれかの位置に嫌悪剌激としてエアパフ刺激を提示した。 この課題では、エアパフ刺激通過後に
報酬を獲得できるという状況を作成することで、エアパフ刺激に対する神経活動を繰り返し記録
することを可能にした。課題遂行時に、ラットが各トライアルで正解の経路を選択した割合を比
較したところ、エアパフの有無による正解率に有意な差は見られず、正解率は8割程度に保たれ
た。 これにより、 嫌悪刺激及び報酬を繰り返し経験する行動試験系を構築できた。

次に岡田は行動試験遂行時の神経活動の解析を行った。まず、個々の神経細胞のエアパフに対
する反応性を解析した。エアパフの提示開始タイミング前後の発火率を比較し、エアパフ反応性
の細胞を定義した。同様に報酬の提示開始前後の発火率を比較し、報酬反応性の細胞を定義した。
さらに、すべての 記録細胞のうち各刺激への反応性の細胞の割合を算出し、背側海馬と腹側海馬
で比較したところ、有意な差が観察された。このことから、 背側海馬では腹側海馬に比べてより






